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令和元年10月 

護
衛
艦
「
う
み
ぎ
り
」
は
、
あ
さ
ぎ
り
型

護
衛
艦
の
８
番
艦
で
、
艦
名
は
「
海
上
に
立

つ
霧
」
即
ち
「
海
霧
」
に
由
来
し
、
呉
基
地

を
母
港
と
し
て
い
ま
す
。 

７
月
６
日
の
入
港
時
に
は
、
多
く
の
方
の

歓
迎
を
受
け
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
歓
迎
式
典

で
は
、
自
衛
隊
協
力
団
体
の
各
会
長
等
の
ほ

か
、
松
山
市
民
部
長 

津
田
慎
吾
氏
の
ご
臨

席
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
産
経
新
聞
社
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
の
報
道
各
社
に
よ
り
、
新
聞
記
事

や
ニ
ュ
ー
ス
番
組
等
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

護
衛
艦
「
う
み
ぎ
り
」
は
、
入
港
初
日
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
か
ら
丁
度
一
年
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
艦
首
旗
及
び
自
衛
艦
旗

を
半
旗
で
掲
揚
す
る
な
ど
、
愛
媛
県
民
へ
の

配
慮
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
た
一
般
公
開
で

は
、
制
服
試
着
体
験
、
ロ
ー
プ
教
室
、
ラ
ッ

パ
吹
奏
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
搭

載
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
Ｓ
Ｈ
｜

60
Ｋ
）
及
び

陸
上
自
衛
隊
車
両
（
Ｆ
Ｈ
70
、
Ｃ
Ｃ
Ｖ
、

偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
、
１
／
２
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
）
を
展
示
し
、
両
日
で
約
４
５
０
０
名
も

の
方
が
ご
来
場
さ
れ
ま
し
た
。 

特
別
公
開
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
応  

 

募
に
当
選
さ
れ
た
60
名
の
方
を
対
象
と
し

て
、
体
験
喫
食
、
艦
内
の
見
学
、
乗
員
と
の

懇
談
を
実
施
し
、
満
足
さ
れ
た
様
子
で
し

た
。 こ

の
度
の
艦
艇
広
報
を
通
じ
、
数
多
く
の

方
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
で
き
、
そ
の
存

在
を
身
近
に
感
じ
て
頂
け
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
様
々
な
広
報
活
動
を
通
じ

て
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

 

令
和
元
年
７
月
６
日
（
土
）
と
７
日
（
日
）
に
、
松
山
外
港
第
２
埠
頭
３
号
岸
壁
に
入

港
し
た
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
う
み
ぎ
り
」
に
よ
る
艦
艇
広
報
を
支
援
し
ま
し
た
。 

令
和
元
年
７
月
29
日
（
月
）
及
び
30
日
（
火
）
、
航

空
自
衛
隊
美
保
基
地
、
陸
上
自
衛
隊
美
保
分
屯
地
及
び

米
子
駐
屯
地
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
、
今
回
は
９
名

の
高
校
生
等
が
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。 

初
日
は
、
空
自
美
保
基
地
の
概
要
説
明
、
航
空
機
Ｃ
|

２
及
び
Ｔ
４
０
０
の
見
学
、
管
制
塔
の
見
学
、
愛
媛
県

出
身
隊
員
と
の
懇
談
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
、
管

制
塔
で
の
管
制
要
領
の
研
修
時
に
は
、
管
制
用
語
等
普

段
な
じ
み
の
な
い
言
葉
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
興

味
津
々
な
態
度
で
学
生
等
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

米
子
駐
屯
地
で
は
、
初
め
て
の
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ

を
体
験
し
、
翌
30
日
に
は
高
機
動
車
の
試
乗
体
験
、
後

期
新
隊
員
教
育
や
格
闘
大
会
を
見
学
後
、
陸
自
美
保
分

屯
地
に
移
動
し
、
航
空
機
Ｃ
Ｈ
47
の
体
験
搭
乗
、
管
制

気
象
隊
の
見
学
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
等
と
の
懇
談
を
実
施
し

ま
し
た
。
懇
談
で
は
、
い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
っ
た
話
や
危
険
な
任
務
に
就
い
た
と
き
の

経
験
談
、
若
年
隊
員
と
の
身
近
な
話
等
に
学
生
等
は
終

始
和
や
か
に
又
真
剣
な
態
度
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。 短

期
間
の
研
修
で
し
た
が
参
加
者
か
ら
「
充
実
し
た

２
日
間
で
し
た
。
」
「
自
衛
隊
が
今
後
の
職
業
の
選
択

肢
の
１
つ
に
な
り
ま
し
た
。
」
等
の
所
感
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

今
後
も
高
校
生
等
に

対
し
て
実
際
に
見
て
体

験
し
て
、
自
衛
隊
へ
の

理
解
と
興
味
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
各
部
隊

か

ら

の

協

力

を

得

て

様

々

な

広

報

を

実

施

し
、
募
集
に
つ
な
げ
て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す
。 

  Ｃ-２の前で記念撮影 

練習機シミュレーター体験 

 

令
和
元
年
９
月
２
日
（
月
）
か
ら
６
日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

え
ひ
め
が
主
催
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
、
研
修
生
４
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

令
和
元
年
８
月
26
日
（
月
）
自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
は
「
第
39
回
ふ

れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
in
愛
媛
」
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

  

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
愛
媛
の
防

衛
協
力
３
団
体
が
主
催
と
な
り
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

39
回
目
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、

陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
音
楽
隊
（
音

楽
隊
長 

柴
田
昌
宜
３
等
陸
佐
）
を

招
へ
い
し
、
松
山
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
行
わ
れ
、
近
隣
の
中
高

生
や
県
外
か
ら
訪
れ
た
人
も
含
め
、

大
勢
の
方
が
来
場
し
、
賑
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
開
演

前
の
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
で
来
場
者

を
迎
え
入
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
１

部
、
２
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
序
曲
」

を
皮
切
り
に
、
「
ソ
プ
ラ
ノ
と
吹

奏
楽
の
た
め
の
万
葉
讃
歌
」
で
は

鶫
３
等
陸
曹
の
見
事
な
歌
声
（
ソ

プ
ラ
ノ
）
で
場
内
は
水
を
打
っ
た
よ
う
に
静
ま
り
か
え
り
ま
し
た
。
２
部
開

始
前
に
は
、
防
衛
協
力
３
団
体
か
ら
抽
選
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布
と
い
う

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。 

２
部
で
は
、
演
奏
者
の
楽
器
紹
介
に
は
じ
ま
り
、
シ
ロ
フ
ォ
ン
（
木
琴
）

の
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
二
重
奏
や
、
子
供
た
ち
に
人
気
の
曲
「
パ
プ
リ

カ
」
を
隊
長
・
隊
員
ら
が
歌
と
ダ
ン
ス
で
披
露
し
、
来
場
者
を
大
い
に
わ
か

せ
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
丸
い
地
球
が
た
く
さ
ん
の
幸
せ
で
あ
ふ
れ
る

よ
う
に
願
い
が
こ
め
ら
れ
た
「
ま
ぁ
る
く
」
の
演
奏
で
、
鶫
３
等
陸
曹
の
歌

唱
に
よ
り
会
場
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
盛
況
の
内
に
コ
ン
サ
ー
ト

は
終
了
し
ま
し
た
。 

今
後
と
も
多
く
の
県
民
に
自
衛
隊
へ
の
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

様
々
な
機
会
を
作
り
、
県
民
と
自
衛
隊
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

     最高峰の演奏を披露する中部方面音楽隊 見事な歌声を披露する鶫３曹 

ダンスと歌を披露する隊長と隊員 

 

初
日
は
「
自
衛
隊
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
概
要
説
明
、
松
山
募
集
案
内
所
の
見

学
、
愛
媛
地
本
の
募
集
の
現
状
等
の
説
明
、
２
日
目
以
降
は
「
自
衛
隊
を
感
じ
る
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
海
上
自
衛
隊
呉
基
地
で
の
防
水
作
業
体
験
、
潜
水
艦
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体

験
、
潜
水
艦
の
見
学
、
３
日
目
は
、
陸
上
自
衛
隊
海
田
市
駐
屯
地
で
自
動
車
教
習
所
研

修
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
操
作
体
験
、
警
務
隊
・
会
計
隊
研
修
、
４
日
目
は
、
航
空
自
衛
隊
防

府
北
基
地
で
消
防
車
放
水
体
験
、
管
制
塔
見
学
、
初
級
練
習
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
等

を
実
施
し
ま
し
た
。 

最
終
日
は
「
生
み
出
す
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
研
修
生
に
は
「
令
和
か
ら
の
募
集
広
報
戦

略
の
立
案
」
と
い
う
課
題
を
付
与
し
て
、
学
生
目
線
か
ら
の
募
集
要
領
を
考
察
し
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
募
集
広
報
の
参
考
と
な
る
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

学
生
か
ら
は
、
「
自
衛
隊
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
、
将
来
の
職
業
候
補
と
し
て
前
向
き

に
考
え
た
い
」
「
今
す
ぐ
入
隊
し
た
い
」
等
の
所
感
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
大
学
生
等
に
対
し
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
化
さ
せ
、
募
集
広
報
基
盤
を
拡
充
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

海田市駐屯地において警務隊体験 



 

令
和
元
年
８
月
23
日(

金)

か
ら
25
日(

日)

の
間
、
伊
予
港
西
岸
壁
に
入
港
し

た
海
上
自
衛
隊
水
中
処
分
母
船
「
Ｙ
Ｄ
Ｔ
０
４
」
に
よ
る
艦
艇
広
報
を
支
援
し
ま

し
た
。 

 

23
日
は
、
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
、
24
日
は
、
募
集
対
象
者
等
に
対
し
て

海
自
カ
レ
ー
の
体
験
喫
食
や
体
験
航
海
を
行
い
、
非
常
に
好
評
を
得
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
25
日
は
、
伊
予
市
商
工
会
議
所
主
催
の
「
ひ
っ
し
こ
市
」
に
合
わ

せ
て
、
一
般
公
開
を
行
い
、
爽
快
感
が
得
ら
れ
る
複
合
艇
の
体
験
乗
艇
に
は
、

乗
艇
希
望
者
の
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊

の
Ｃ
Ｃ
Ｖ
や
パ
ジ
ェ
ロ
等
の
装
備
品
を
展
示
し

た
ほ
か
、
海
上
自
衛
隊
呉
地
方
総
監
部
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
れ
こ
・
や
ま
と
」

が
来
場
者
を
温
か
く
出
迎
え
、
こ
の
日
の
一
般

公
開
で
は
約
２
６
０
０
名
の
見
学
者
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

本
広
報
を
通
じ
て
、
県
民
の
皆
様
に
自
衛
隊

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
そ
の
活
動
及

び
魅
力
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
意
義
深
い
広
報

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
様
々
な
広
報
活
動

を
通
じ
て
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
お
伝
え
て
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

募 集 種 目  応 募 資 格  受付期間 試 験 期 日 

自衛官候補生 
18歳以上33歳未満の者 

(※１) 

～10月15日   10月20日(日) 

男 女 ～11月12日   11月16日(土) 

～12月10日   12月15日(日) 

陸 上 自 衛 隊 

高等工科学校

生 徒  

推  薦 

男子で中卒(見込含)17歳

未満の成績優秀かつ生徒

会活動等に顕著な実績を

修め、学校長が推薦でき

る者 

11月1日 

 

11月29日 

  2年1月5日・6日 

※いずれか1日を指定

されます。 

一   般 
男子で中卒(見込含)17歳

未満の者 

11月1日 

 

2年1月6日 

 1次：2年1月18日 

 2次：2年1月31日 

     ～2月3日 

貸 費 学 生  

大学の理学部、工学部 

(※２)の３・４年次又は

大学院(専門職大学院を除

く)修士課程在学(正規の

修業年限を終わる年の４

月１日現在で26歳未満(大

学院修士課程在学者は28

歳未満)) 

11月1日 

 

2年1月6日 

2年1月25日 

時 期 行  事  名 場   所 

10月13日(日)  鬼北でちこんか2019 
鬼北町役場裏 

奈良川河川敷 

10月14日(月・祝)    安全・安心ふれ愛フェア エミフルMASAKI 

10月20日(日)   

 久万林業まつり 久万公園等 

 おおにしフェスタ  藤山健康文化公園 

 南レク働く車ショー 
宇和島市津島町津島プ

レーランド 

 きなはいや吉田三万石2019  

 (吉田産業祭) 

宇和島市吉田支所・吉田

公民館周辺・吉田児童館 

10月27日(日)   
 四国中央子育てフェスタ 

          2019 

伊予三島総合運動公園 

      体育館等 

11月2 日(土)  
 文化祭 今治明徳短期大学 

 文化祭 愛媛県立川之石高等学校 

11月 3日(日)   復興記念防災フェア エミフルMASAKI 

11月 9日(土)  

    10日(日)  
 第62回西条市産業祭   

愛媛県立西条農業 

            高等学校  

11月10日(日)   桜井・湯ノ浦温泉まつり 桜井総合公園 

    12月 8日(日)  キッズジョブまつやま2019 
松山市総合コミュニティ

センター 

～ 

～ 
 

～ 

※１：32歳の者は、採用予定月1日から起算して3月に達する日の翌月の末日現在、33歳に達して 

      いない者。 

※２：学部については、理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。 

    詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部にお問合せください。 

 永年の勤務 

お疲れ様でした 

   
 

 

援
護
課
は
、
令
和
元
年
８
月
22
日(

木)

に
、
ホ
テ
ル
・
メ
ル
パ
ル
ク
松
山
で

実
施
さ
れ
た
「
２
０
１
９
年
度
愛
媛
地
区
合
同
企
業
説
明
会
」
（
自
衛
隊
援
護

協
会
広
島
支
部
主
催
）
を
支
援
し
ま
し
た
。  

  

本
説
明
会
に
は
、
県
内
外
企
業
30
社
と
来
年
３
月
末
に
退
職
予
定
の
愛
媛

県
内
で
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
隊
員
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
午
前
に
は
、
参
加
企
業
の
内
23
社
が
自
社
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
約
７

分
間
の
短
い
時
間
を
有
効
に
活
用
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
動
画
を
利
用
し

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
隊
員
は
真
剣
な
表
情

で
、
各
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
各
企
業
の
ブ
ー
ス
に
て
個
別
面
談
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

面
談
が
始
ま
る
と
、
参
加
隊
員
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望
す
る
企
業
ブ
ー
ス
に

赴
き
、
企
業
担
当
者
か
ら
説
明
さ
れ
る
職
務
内
容
や
雇
用
条
件
等
に
つ
い
て

真
剣
に
耳
を
傾
け
、
積
極

的
に
質
問
し
て
、
自
己
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
し

た
。
参
加
企
業
の
自
衛
官

に
対
す
る
印
象
も
よ
く
、

20
分
間
の
有
意
義
な
面

談
を
８
回
実
施
で
き
ま
し

た
。 

 

今
後
、
参
加
隊
員
の
希

望
に
沿
っ
た
企
業
へ
の
内

定
を
早
期
に
獲
得
す
べ

く
、
隊
員
に
対
す
る
就
職
支
援

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◇
新
居
浜
出
張
所 

広
報
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詳しくは、ホームページやSNSを確認して

みてッチ!! 
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   会場内の様子 

 もやい結び等のロープワーク体験 

令
和
元
年
７
月
20
日
（
土
）
か
ら
23
日
（
火
）
の
間
、
宇
和
島
港

坂
下
津
第
２
号
岸
壁
に
入
港
し
た
海
上
自
衛
隊
多
用
途
支
援
艦
「
げ

ん
か
い
」
に
よ
る
艦
艇
広
報
を
支
援
し
ま
し
た
。  

 

多
用
途
支
援
艦
「
げ
ん
か
い
」
は
、
護
衛
艦
や
潜
水
艦
等
の
訓
練

支
援
を
は
じ
め
、
故
障
艦
艇
の
曳
航
や
離
島
へ
の
物
資
輸
送
等
、
多

種
多
様
な
任
務
に
対
応
で
き
る
艦
艇
で
、
後
方
支
援
任
務
に
欠
か
せ

な
い
重
要
な
艦
艇
で
す
。 

20
日
の
「
げ
ん
か
い
」
入
港
時
及
び
歓
迎
行
事
に
は
、
宇
和
島
で

の
艦
艇
広
報
が
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
大
勢
の
方
に
歓
迎
さ

れ
、
宇
和
島
市
長
の
岡
原
文
彰
氏
を
は
じ
め
、
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ

り
実
行
委
員
会
の
方
や
、
自
衛
隊
に
対
し
て
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
各
協
力
団
体
等
多
く
の
方
々
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
21
日
及
び
22
日
の
一
般
公
開
で
は
、
愛
媛
県
内
外
か
ら

約
１
７
０
０
名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
艦
内
で
は
艦
橋

及
び
医
務
室
等
の
見
学
を
は
じ
め
、
乗
組
員
に
よ
る
結
索
教
室
や

ラ
ッ
パ
吹
奏
、
消
火
用
ホ
ー
ス
か
ら
の
放
水
体
験
等
を
楽
し
ん
で
頂

き
ま
し
た
。 

一
方
岸
壁
で
は
、
ミ
ニ
制
服
の
試
着
体
験
や
、
陸
上
自
衛
隊
短
Ｓ

Ａ
Ｍ
や
給
水
支
援
で
活
躍
し
た
水
ト
レ
ー
ラ
等
装
備
品
の
展
示
説
明

等
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
21
日
の
特
別
公
開
に
は
募
集
対
象
者

等
20
名
が
参
加
し
、
海
自
カ
レ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち
、
艦
橋
や
操
縦

室
、
揚
収
用
ク
レ
ー
ン
や
複
合
艇
を
見
学
し
、
参
加
者
は
乗
組
員
か

ら
の
説
明
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

 

宇
和
島
市
を
含
む
南
予
地
方
は
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
深

刻
な
被
害
を
受
け
た
地
域
で
あ
り
、

本
艦
艇
広
報
は
、
災
害
か
ら
の
復
興

に
市
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
宇

和
島
市
と
、
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り

実
行
委
員
会
の
強
い
要
望
を
受
け
実

施
し
た
も
の
で
す
。
本
艦
艇
広
報
を

通
じ
て
、
宇
和
島
市
の
復
興
に
寄
与

で
き
た
と
し
た
ら
幸
い
で
す
。
今
後

と
も
様
々
な
広
報
活
動
を
通
じ
て
、

自
衛
隊
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

     艦内見学の様子 


